



















































































































































































































































































































































































































































































































1 / 4セントを差引きたる 1ドル16セント 3 / 4以下にて定期を買ひ、
其定期をAに引渡すなり、即ち
Winnipeg Option $1.16- 3 / 4  + Cash Premium 3 c + Brokerage 1 / 4 c = F.
O.B.$1.20











ドル 3 / 4  ＋ Cash Premium 3セント＋手数料 1 / 4セント＝ FOB1.20ド
ル］、の計算式で表現されている27。
　したがって、利益を実現するには、定期小麦の買入価格は、買注文価格
1ドル20セントからプレミアム 3セント、および定期市場の手数料 1 / 4



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 RG131Entry#42, 60, 61。RG131は米国国立公文書館U.S.National Archives and Records 
Administrationが所蔵する、「敵性外国人財産管理事務所」The Office of Alien Property 
Custodian関係の文書群である。うち、本論文で使用する、Entry#42（全71箱Box、文
書保管箱）は「General File Maintained By The Managers Office, 1919-41」、Entry#60（全
7箱 ） は「Mitsubishi Shoji Kaisha LTD(Seattle){WWII Seized Records}; Wheat, Flour & 
Produce Dept. Correspondence With MSK Office, 1927-41」、またEntry#61（全30箱）は
「Mitsubishi Shoji Kaisha LTD (Seattle) {WWII Seized Records}; Wheat Flour & Produce 







































































32 "GYAKUZAYA", 'OPERATION OF FUTURES IN CONNECTION WITH EXPORT 
BUSINESS OF WHEAT TO EUROPE BY NEW YORK BRANCH', E61/B329/C1。
33 以下、外務省通商局『紐育を中心とする小麦の国際取引調査』1929.10、29-30頁。
34 前掲『立業貿易録』312頁。
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35 「小麦対欧輸出取引取引具体案」、「小麦国際取引開始ノ件（同文穀第36号）」（穀肥部
長秋山昱禧→シアトル支店長）1928.5.28、E61/B336/C8、の附属書類。
36 前掲「小麦国際取引開始ノ件（同文穀第36号）」。
37 前掲「小麦対欧輸出取引具体案」。
38 シアトル支店の産地買付については、前掲、大豆生田「三菱商事シアトル支店の小麦
仕入れ」。
39・40前掲「小麦対欧輸出取引具体案」。
41 「小麦国際取引専任担当者ニ係ル件（親展穀第127号）」（穀肥部長秋山昱禧→ロンドン
支店長）1929.2.21、E61/B336/C8。
42 「小麦国際取引根本方針ニ係ル件（穀第41号）」（穀肥部長秋山昱禧→ニューヨーク支
店長）1929.8.20、E61/B336/C8。穀肥部が定めた別紙「将来ノ方針」については所在
不明。
43 「国際小麦取引報告ニ係ル件（穀第1号）」（穀肥部長秋山昱禧→ニューヨーク支店長）
1929.9.30、E60/B314/C3。
44 「国際小麦取引根本方針ニ係ル件（親展）」（ロンドン支店長平井澄→穀肥部長）
1929.9.26、E60/B313/C1、および「国際小麦取引根本方針ニ係ル件（親展）」（ロンド
ン支店長平井澄→ニューヨーク支店長）1929.9.26、E42/B39。
45～47前掲「国際小麦取引根本方針ニ係ル件（親展）」。
48 同前。さらに、リバプール市場は、アルゼンチン小麦の騰落に敏感なことに「利用上
注意」するよう付記している。また、同市場の利用には、手数料を支払ってブローカー
を利用するか、会員権を購入する必要があるなど、穀肥部に詳細を伝えている。なお、
会員権の購入については、穀肥部からロンドン支店に、当分見合わせるとの回答があっ
た。直ちに獲得するのは「不利」で、今後利用し、「事情十分判明シタル上」で判断
するという理由である（「小麦国際取引打合会議開催並ニ李浦取引所会員獲得ノ件（穀
第26号）」（穀肥部長秋山昱禧→ロンドン支店長）1929.12.13、E61/B336/C8）。
49 「国際小麦取引根本方針ニ係ル件（親展）」（ロンドン支店長平井澄→ニューヨーク支
店長）1929.9.26、E42/B39。
50 「国際小麦倫敦支店取扱範囲ニ係ル件穀（第23号）」（穀肥部長秋山昱禧→ニューヨー
ク支店長）1929.12.6、E61/B336/C8。
51 以下、「小麦国際取引ニ係ル件」（ニューヨーク支店長風間武三郎→穀肥部長）
1930.1.7、E60/B315/C4、による。
52 ただし、取引上ある程度の「自由裁断」をロンドン支店に認めることは「利益」があ
るので、近々「具体案」を作成したいと述べている（同前）。
53 ただし、小麦のように機敏な取引が必要な商品については、販売地にも「多少ノ自由
裁断ヲ許スコトトナシタル方利益アル」とも述べており、見込限度と「干係ナク」両
店が「真ニ一致協同」できる制度を「考究中」であった（同前）。
54・55「太平洋岸積米加小麦ニ関スル倫敦中心主義ノ可否」、前掲「小麦国際取引ニ係ル件」
所収。
56 「対欧小麦取引打合案」（ニューヨーク支店長風間武三郎→穀肥部長）E60/B315/C4、
1930.1.25。
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57 「紐育支店対欧小麦取引打合事項」（「風間」印）E60/B315/C4。本書類は、前掲「対欧
小麦取引打合案」と同一フォルダー内に、連続し収められており、同前「対欧小麦取
引打合案」に同封されたとする「打合案」であると推測される。
58 前掲「紐育支店対欧小麦取引打合事項」。
59 1単位の意と考えられるが詳細は不明である。なお、当日のリバプール取引所大引相
場に、その後のシカゴ、ウィニペグ両取引所の騰落を加味し、翌日のリバプール市場
寄付き相場と見なされたのが「due値段」であろう。
60 前掲「対欧小麦取引打合案」。
61 前掲『立業貿易録』312-313頁。間もなく、1929年12月には、ロンドン支店が太平洋
岸積米加小麦と豪州小麦の国際取引の元扱店となり、見込限度が設定された。ロンド
ン支店はこれを、「誠ニ欣快ニ堪ヘズ」と評している（前掲「国際小麦取引根本方針
ニ係ル件（親展）」）。
62 「国際小麦取引ニ係ル件（親展）」（ロンドン支店長平井澄→穀肥部長）1930.2.6、E60/
B313/C1。なお、ロンドン支店は、ニューヨーク支店が穀肥部に送った、1930年1月7
日付の前掲「国際小麦取引ニ係ル件」、および同月25日付の前掲「対欧小麦取引打合案」
については、写しを受けとっていたが、「風間」印のみが付された前掲「紐育支店対
欧小麦取引打合事項」は受領していなかった。おそらく、この「打合事項」をロンド
ン支店は「腹案」と称したのであろう。また、見込限度が認められた太平洋岸積小麦
については、本部より「実行規程」の提示をまって実施する旨も伝えている。
63・64「大西洋岸積小麦並ニ紐育支店ノ太平洋岸積小麦取扱方ニ係ル件（同文穀第31号）」
（穀肥部長秋山昱禧→ロンドン・ニューヨーク支店長）1930.5.1、E60/B313/C1。
65 前掲『立業貿易録』313頁。
66 同前。前掲「小麦対欧輸出取引具体案」。
67 「国際小麦取引ニ係ル件（穀第58号）」（穀肥部長→ニューヨーク支店長）、1930.2.10、
E60/B315/C4。
68 「国際小麦取引方並ニ損益ニ係ル件（穀第3号）」（穀肥部長→ニューヨーク支店長）
1929.10.9、E60/B314/C3。
69・70前掲「国際小麦取引ニ係ル件（穀第58号）」。
71 「訳文」（常務取締役加藤恭平→ニューヨーク支店長風間武三郎）1930.2.13、E60/
B315/C4。
72 「電報」（穀肥部長→ロンドン支店長・ニューヨーク支店長）1930.7.4、E60/B315/C4。
73 「金解禁ニ対スル準備ニ係ル件（同文第101号）」（穀肥部長秋山昱禧→各支店長）
1929.7.9、E61/B338/C10。
74 前掲「大西洋岸積小麦並ニ紐育支店ノ太平洋岸積小麦取扱方ニ係ル件（同文穀第31
号）」。
75 〔電報〕（野間〔恭一郎、ロンドン支店長〕→秋山昱禧）1930.7.15、E60/B313/C1。
76・77「小麦国際取引　方法、組織改革ニ係ル件（親展）」（ロンドン支店→穀肥部長）
1930.8.1、E60/B313/C1。
78 前掲「小麦国際取引ニ係ル件（穀第58号）」。
79～83「国際小麦取引ニ係ル件（親展）」（ニューヨーク支店長風間武三郎→穀肥部長）
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1930.8.25、E60/B315/C4。
84 「風間武三郎外処分」（三菱社誌刊行会編『三菱社誌』第36巻、1932年2月18日）638頁。
処分の事由は、「1929年7月以降制規ニ悖リ漫ニ小麦定期取引ヲ敢テシ、本部ヨリ屢次
注意警告アリタルニ拘ラス毫モ反省スル所ナク、機宜ノ措置ヲ怠リタル結果遂ニ巨額
ノ社損ヲ醸スニ至リタルハ畢竟擅断ノ処置ニシテ、社紀ヲ紊スノ甚シキモノナリ」と
記されている（1931年12月14日、「商事会社取締役会議事録」による）。また、シアト
ル支店においても社員の「不祥事」により損失が生じた（三菱商事株式会社『三菱商
事社史　上巻』1986年、274頁）。ただし、風間はその後、1934年6月にロンドン支店
長に栄転しており、損失を招いた要因についての弁明は、ある程度本社に容れられた
ものと考えられる（内海孝「ニューヨークと三菱商事―川邉信雄『総合商社の研究』
をめぐって」、『戦前三菱商事の在米活動―改題訂正復刻版　総合商社の研究―』文生
書院、2012年、解題、35頁）。
85 「見込取引ニ対スル注意ニ係ル件（同文庶第270号）」（穀肥部長秋山昱禧→各場所長）
1930.9.16、E61/B338/C10。ニューヨーク、ロンドンには同文が、シアトル、シドニー
には写が差し出された。
86 「小麦国際取引規定（案）」、「小麦国際取引規定案及ビ附属打合事項御送付ノ件（同文
農穀第60号）」（農産部長→シアトル支店長）1931.6.6、E61/B341/C14、の附属書類。
さらに、詳細な取引手続として、「小麦国際取引打合事項」（同前、附属）も定めてい
る。豪州小麦についても、リバプール取引所にヘッジして対欧輸出を試みている。
87 「小麦国際取引規定案及ビ附属打合事項ニ係ル件」（ニューヨーク支店長風間武三郎→
農産部長）1931.10.10、E61/B341/C14。
88 同前。本書面にはほかにも、ニューヨーク支店長が穀肥部の提示案を「多少ノ追補修
正」した詳細な取引方法が記されている。
89～92「小麦国際取引ニ係ル件」（ニューヨーク支店長風間武三郎→農産部長秋山昱禧）
1931.10.30、E61/B341/C14。
93 同前。ただし、ドレフュスは。カナダ・アメリカ小麦の取引にはニューヨーク支店の
裁量を「漸次増加スル傾向」にあったという。
94 「小麦国際取引ニ係ル件（農穀第5号）」（農産部長秋山昱禧→ニューヨーク支店長風間
武三郎）1931.11.30、E61/B341/C14。
95 この経費明細についてニューヨーク支店は同年12月30日、穀肥部への書面のなかで、
会員権1,800ドル、および「専門係員給料」6,000ドルを含む年間経費6,220ドルが必要
であると報告した。また、タイピスト・「店童」は不要としたが、「係員」の有無に拘
わらず200ドルを限度に、さらに「事務員」1名の増員を求めている（「小麦国際取引
ニ係ル件」（ニューヨーク支店長風間武三郎→農産部長秋山昱禧）1931.12.30、E61/
B341/C14）。
96 前掲「小麦国際取引ニ係ル件（農穀第5号）」。
97 「小麦国際取引規定並ニ附属打合事項ニ係ル件（農穀第3号）」（農産部長秋山昱禧→
ニューヨーク支店長）1931.11.26、E61/B341/C14。
98 「小麦国際取引規定並ニ附属打合事項ニ係ル件（農発第10号）」（農産部長秋山昱禧→
ロンドン支店長）1931.11.26、E61/B341/C14。なお、穀肥部の原案に対してロンドン
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支店は、1931年8月28日付で意見書を送ったが現存しない。
99 「小麦国際取引ニ係ル件（穀一第12号）」（農産部長秋山昱禧→ロンドン支店長）
1932.8.8、E61/B341/C14。
100 「外国小麦取引方法ニ係ル件（農第147号）」（神戸支店長相川貞吉→農産部長（麦））
1934.3.30、によれば、これは同月9日付の「同文麦第2号貴信」（農産部→神戸支店）
により指示されている。
101 この指示を受けた神戸支店は、「本部中心主義」のもとに、定期取引の運用も含めた「現
物小麦取引ノ積極的進展方御研究」を要請している（前掲「外国小麦取引方法ニ係ル
件（農第147号）」）。
102 前掲『立業貿易録』313頁。
103 同前、313、325～326頁。
104 前掲、上山『北米における総合商社の活動』318～327頁。
105 ニューヨーク支店長風間武三郎は、「何事に関らず常に楽観的計画の下に進」む主義
であったという。1930年5月には、ニューヨーク日本人会会長に選出されたが、多額
の損失が生じた直後のことであり就任を固辞している（前掲、内海「ニューヨークと
三菱商事―川邉信雄『総合商社の研究』をめぐって」24、29～30頁）。
106・107前掲「小麦国際取引規定案及ビ附属打合事項ニ係ル件」。
108 「紐育ルイ、ドレイフス社代表者スタン氏ニ係ル件（同文穀第102号）」（穀肥部長秋山
昱禧→神戸・名古屋支店）1930.6.19、E61/B338/C10。
109 「ルイ、ドレイフス社東京支店ニ係ル件（同文穀第263号）」（穀肥部長秋山昱禧→シア
トル支店長）1930.9.13、E61/B338/C10。
　本稿は科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「戦間期日本の小麦輸入と世界市場―1920
年代～30年代における国際商品の受容」（研究代表者・大豆生田稔、課題番号・
19K01788）による研究成果の一部である。
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